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�तڭ�Պڀݚֶେֶژ�ྑ�ڮߴ
Ԙ৲�͔͓Γ�ཾ୩େֶֶ෦�২ੜ໋ՊֶՊ�।ڭत�
ۨҪ�ষ࣏�౦ࡍࠃژՊઐ৬େֶՊֶ෦ڭ�त�
தଜ�थ�େࡕେֶ�શֶڭҭਪਐߏػ�।ڭत�	݉
�େֶӃจֶڀݚՊ�।ڭत�
�༞ژ�ࢠܳણҡେֶԠ༻ੜֶڭ�ܥत�

ฏۉภॏͷੈք�
ɹ͕ࣝരൃతʹ૿େ͠ɺෳࡶԽɺਂԽ͍ͯ͠Δݱʹ͓͍ͯɺશͯΛཧղ͢Δ͜ͱ
ෆՄͰ͋ΔɻใͷେւͷதɺݱΛද͢ݱΔͷͱͯ͠ɺฏۉɺ͢ͳΘͪσʔλΛ
Жʢूஂฏۉʣʹूͤͯٞ͞͏ߦ͕ɺզʑͷཧղΛॿ͚ɺߴͳஅΛՄͱͯ͘͠
ΕͨɻฏۉߟࢥʢЖߟࢥʣ'BTU�UIJOLJOHΛՄͱ͠ɺ'BTU�EFDJTJPOͷ࣮ݱʹେ͖͘د༩
͖ͯͨ͠ɻ͔͠͠ɺฏۉߟࢥͷޭɺࣾձͷൃలͱՊֶͷਐาΛͨΒͨ͠ҰํͰɺ
ʮฏۉʯʹ͍ۙ΄Ͳ͍͍ɺͰ͖Δ͚ͩʮ୯७ͳ๏ଇʯͰද͖͢ͱ͍͏ɺʮฏۉԽɾ୯७
ԽʯΛ্໋ࢸͱ͢Δੈք؍Λͼ͜Β͖ͤͯͨɻ�
ɹฏۉ͋͘·Ͱදʹ͗͢ͳ͍ɻ͔͠͠ฏۉΛภॏ͕ͨٞ͠ɺ͋·ΓʹੈͷதΛ
୯७Խ͗ͯ͢͠͠·ͬͨʢΦʔόʔɾγϯϓϦϑΝΠυʣɻݱࣾձʹ͓͍ͯɺ୯७Խɺฏ
Խ͍ͯ͠ΔɻϔΠτεϐʔνҠຽഉੱɺ-#(5ࡏݦͷภॏ͕ͨΒ༷͢ʑͳ͕ۉ
ʹର͢ΔࠩผͳͲ·ͨɺฏۉతͰͳ͍ͷʹର͢ΔݱਓͷҞΕɺڋ൱Ԡͷͻͱͭͷ͋
ΒΘΕͱ͍͏͜ͱ͕Ͱ͖ΔͩΖ͏ɻͦΕҰݟɺՊֶతͳଶͱରۃʹ͋Δ࢟Ͱ͋ΔΑ
ঢ়ʹຊʹແԑͩͱ͍͑ΔͩΖ͏͔ɻՊֶɺҰݱΔɻ͔͠͠ɺՊֶͦͷΑ͏ͳ͑ݟʹ͏
ൠࣾձʹ͓͚ΔͦͷΑ͏ͳ͕ํݟᬚ͢Δݱঢ়ʹՃ୲͖ͯͨ͠ͷͰͳ͍͔ɻ͞ΒʹՊֶͷ
ੈք·ͨɺաͳ୯७ԽͷढറʹͱΒΘΕ͍ͯΔͷͰͳ͍͔ɻ�
ɹՊֶΛಛ͚ͮɺͦͷѹతޭΛͨΒͨ͠ͷɺඇຊ࣭తͳݱΛࣺ͠ɺੈքΛ୯
७Խͯ͠ཧղ͠Α͏ͱ͍͏࢟Ͱ͋ͬͨɻͪΖΜՊֶऀɺ࣮ݱͷࣗવք͕ෳੑࡶʹ͋;
Ε͍ͯΔ͜ͱΛೝࣝͨ͠͏͑ͰɺͦͷෳࡶͳੈքΛ౷ҰతͰγϯϓϧʹ͑ݟΔํݟɺཧΛ
Խ͢Δͳ͔ͰɺՊֶີۓ͕ͼͱ͖ͯͨ͠ͷɻ͔͠͠ɺՊֶͱࣾձͱͷؔتΔ͜ͱΛ͢ݟൃ
ͱ͍͏ӦΈͷͭଟ༷ੑෳੑࡶɺ੍ͦͯ͠ݶքΛ͖ͪΜͱ͖͑ͯͨͩΖ͏͔ɻΉ͠
Ζɺࣾձͱͷຊ࣭తͳରΛճආ͠ɺ୯७Խ͞ΕͨՊֶͷΠϝʔδͷຮԆʹՃ୲͖ͯͨ͠ͷ
Ͱͳ͍͔ɻ�
ɹՊֶͷํ๏ͦͷͷΛաʹ୯७Խͯ͠ද͢ݱΔ͜ͱ͕ɺฏۉ্ࢸओٛͱͰΑͿ
͖ੈք؍ͷ൙ཞʹد༩͖ͯͨ͠Α͏ʹࢥΘΕΔɻ͍͍͔͑ΔͳΒɺΘΕΘΕՊֶऀͨͪ
ɺʮͷ͝ͱΛ୯७ʹද͢ݱΔ͜ͱ͕ՊֶతͰ͋ΔʯͱࢥΘͤΔΑ͏ͳଶɺදํݱ๏Λ
औ͖ͬͯͨͷͰͳ͍ͩΖ͏͔ʁ͞ΒʹɺՊֶͷੈքʹ·ͨɺଟ༷ੑΛܰ͠ࢹɺաͳ
୯७ԽΛภॏ͢Δ͕͕͍࢟ͯͬͳ͍ͩΖ͏͔ɻ�



ɹ͜ͷΑ͏ͳݱঢ়ʹ͓͍ͯɺզʑՊֶऀɺԿΛ͑ߟɺͲ͏ߦಈ͖͢ͳͷ͔ʁΒ͖͕ͭ
͋Δ͜ͱࣗવͰ͋Γɺ·ͨͦͷ͜ͱΛਖ਼ʹཧղ͢Δ͜ͱ·ͨɺʮՊֶతͳํݟʯͰ͋
ΔɻͦͷΑ͏ͳ͋ͨΓ·͑ͷ࣮ࣄΛՊֶऀ͕࠶ೝࣝ͢Δͱͱʹɺࣾձͱڞ༗͢ΔͨΊʹ
ɺͲ͏͢ΕΑ͍ͷͩΖ͏͔ʁ�
ɹͦͷ͕͔Γͱͯ͠ɺՊֶͷྺ࢙ΛʮΦʔόʔɾγϯϓϦϑΝΠυʯͱ͍͏ࢹ͔ΒৼΓ
ฦͬͯΈΔɻ�

ࣗવքͷ౷Ұతཧղͷເɿཧֶఇࠃओٛ�
ɹཧֶఇࠃओٛͱ͍͏ݴ༿͕͋Δɻ��ੈޙلͷ͋Δظ࣌·ͰɺՊֶͷʮԦऀʯͱ͞Εͨ
ͷཧֶͰ͋ͬͨɻ�
ɹ͔ͭͯχϡʔτϯ͕ఏࣔͨ͠ʮສ༗Ҿྗʯͱ͍͏֓೦ɺࣗવքͷ͋ΒΏΔӡಈΛ౷Ұత
ͳΈͰཧղ͠Α͏ͱ͢ΔͷͰ͋ͬͨɻ্ͷମͱఱମɺҰݟɺ·ͬͨ͘ҧͬͨӡ
ಈ๏ଇʹࢧ͞Ε͍ͯΔΑ͏ʹΈ͑Δɻ্ͷମɺݐ่͕Εམͪͨͱ͖ʹͦͷഁย͕
ෆنଇʹࢄΒΔΑ͏ʹɺͦͷӡಈ༧ଌࠔͳෆنଇੑʹࢧ͞Ε͍ͯΔɻରۭͯ͠Λݟ
্͛Εɺఱମ͖ΘΊͯنଇతͰඒ͍͠يಓΛඳ͍͍ͯΔɻ݄ΑΓԼͷੈքͱ্ͷੈքͰ
ɺ·ͬͨ͘ผͷӡಈ๏ଇ͕ࢧ͍ͯ͠ΔɻͦΕ͕��ੈل·ͰͷࣗવཧղͰ͋ͬͨɻͦͷΑ
͏ͳࣗવքͷཧղʹ෩݀Λ։͚ͨͷ͕ΨϦϨΦͷੑ׳ͷ๏ଇͰ͋ΓɺχϡʔτϯʹΑΔສ༗
Ҿྗͷ๏ଇͰ͋ͬͨɻ�
ɹχϡʔτϯʹΑͬͯମܥԽ͞ΕͨࣗવքͷֶతΞϓϩʔνɺۙཧֶΛ࡞Γ্͛
ͨɻͦΕ͖ΘΊͯඒ͘͠ɺັྗతͰɺ͔࣮ࣾ͠ݱձʹ͓͍ͯྗڧͳཧͰ͋ͬͨɻ૬
ରྔࢠͷొʹΑΓۙཧֶͷݶք͕നͷͱʹͳͬͯͳ͓ɺͦͷࠜຊʹ͋ͬ
ͨࣗવքͷ౷Ұతཧղͱ͍͏ൃҾ͖͕ܧΕͨɻૉཻࢠʹͤΑͻཧʹͤΑɺࣗવ
քͷࠜຊݪཧʹઓ͢Δͷ͕ཧֶͰ͋ΓɺԽֶੜֶͱֶ͍ͬͨɺ࣮༻ੑ͔͍ߴ
͠Εͳ͍͕ɺΑΓෆશͳࣗવ૾Λ༩͑ͯ͘ΕΔͷʹ͗͢ͳ͍ɻͦͷΑ͏ͳൃɺʮ
ཧֶఇࠃओٛʯͱΑΕΔଶ͕ɺ͋Δظ࣌·ͰͷࣗવՊֶͰࢧతͰ͋ͬͨɻෳࡶͳੈ
քΛෳࡶͳ··ཧղ͢ΔͷͰͳ͘ɺγϯϓϧͳཧͰඳ͖ͩ͢͜ͱ͕ͦͷਅࠎͰ͋ͬ
ͨɻ��ੈلʮཧֶͷੈلʯͱݺΕͨɻ�

ʮੜ໋Պֶͷ࣌ʯɿཧֶ͔Βੜ໋Պֶ�
ɹՊֶΛͱΓ·ͦ͘ͷΑ͏ͳঢ়گɺ��ੈ͕لऴΘΓΛܴ͑Δʹ͕ͨͬͯ͠େ͖͘มΘͬ
ͨɻཧֶʹΘͬͯੜ໋Պֶ͕಄ͨ͠ɻཧܥਐֶऀͨͪʹਓؾͷΛΈΔͱɺཧֶ
Պʹ͔ͭͯͷ໘Өͳ͍ɻཧֶఇࠃओ͍ٛ·ݟΔӨͳ͍ɺΑ͏ʹ͑ݟΔɻ�
ɹੜ໋Պֶͷউརɺੜ໋Λରͱ͢Δֶͷม༰ͱҰମͷͷͰ͋ͬͨɻͦΕੜ
ֶ͔Βੜ໋Պֶͷม༰ͱݺΔ͔͠Εͳ͍ɻ%/"ͷೋॏΒͤΜߏͷൃݟΛػܖʹɺ
ੜֶ͕಄ͨ͠ɻͱΓΘࢠϨϕϧͰཧղ͠Α͏ͱ͢ΔࢠΛݱҎ߱ɺੜ໋لੈ��



͚����Ҏ߱ʹɺ%/"அยͷ૿෯ΛՄʹͨ͠1$3๏ͷཱ֬ɺώτήϊϜͷղಡɺҨ
࡞ૢࢠΛ༰қʹͨ͠ήϊϜฤूٕज़ͳͲΛج൫ʹɺੜ໋Պֶ՚ʑ͍͠ൃలΛ͖͛ͯ
ͨɻ�
ɹ͔͠͠ɺੜ໋Պֶͷ࣌ͷ౸དྷɺཧֶఇࠃओٛͷऴᖼΛҙຯ͢ΔͷͩΖ͏͔ɻੜֶ
ͷॏཁͳҰཌྷΛ୲͍ͬͯͨതֶతɾྨֶతΞϓϩʔνɺཧֶతΞϓϩʔνͱରরత
ʹɺࣗવքͷෳ͞ࡶΛෳࡶͳ··ड͚ࢭΊΑ͏ͱ͢ΔͷͰ͋ͬͨɻରͯ͠ੜֶͷࢠ
ੜֶతख๏ͷಋೖɺੜ໋ݱͷࢠϨϕϧͷཧղΛՄͱ͢ΔɻͦΕ͋ΔҙຯͰɺෳ
ͳ··ཧղ͢ΔͷͰͳ͘ɺγϯϓϧͳཧͰඳ͖ͩͦ͏ͱ͢ΔͷͱࡶΛෳݱͳੜ໋ࡶ
͍͑Α͏ɻͦΕཧֶఇࠃओٛΛൃͨ͑ࢧͱ௨ఈ͍ͯ͠Δɻ�
ɹੜ໋ՊֶͷউརɺതֶతΞϓϩʔνͷਰୀͱҰମͷͷͰ͋ͬͨɻ�

Պֶͱ͍͏ӦΈͷม࣭�
ɹ͜ͷΑ͏ͳมԽଞํͰɺੜֶ͕όΠΦςΫϊϩδʔͱม༰͍ͯͬͨ͠ݱͱ૬ิ͍
߹͏ͷͰ͋ͬͨɻ�
ɹ1$3๏ήϊϜฤूɺੜ໋ՊֶͱςΫϊϩδʔͷ݁ͼ͖ͭΛݻڧͳͷͱͨ͠ɻͦ͠
ͯɺώτήϊϜղੳ͕େྔͷۚࢿͱਓతݯࢿͷूதతೖʹΑͬͯՄͱͳͬͨΑ͏ʹɺੜ
໋Պֶ࿑ಇूܕαΠΤϯεͱݺͿ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻࣨڀݚओऀ࠻ʢ1*ʣͷࣔࢦͷͱͰ
ϐϖοτૢ࡞ʹ͚͋͘ΕΔେֶӃੜɾएखͪͨऀڀݚΛ͢͞ʮϐϖυʯʢʮϐϖοτౕྴʯ
ʮϐϖοτํʯͷུশʣͱ͍͏ݴ༿ɺݱͷੜ໋Պֶͷ͏ҰͭͷಛΛ͋ΒΘ͍ͯ͠
Δɻੜ໋Պֶͷ࣌ͷ౸དྷɺόΠΦςΫϊϩδʔۀ࢈ͷ಄ͱදཪҰମͷͷͰ͋ͬͨɻ
ʮಛڐʯʮࡒʯʮϕϯνϟʔʯͱ͍ͬͨ༻͕ޠɺڀݚͷੈքΛ෴͏Α͏ʹͳͬͨɻʮۀا
ՈతେֶʯͱݺΕΔΑ͏ʹɺݱͷେֶ͔͋ͨӦརΛ͢ٻΔۀاͷΑ͏ͳଘࡏʹม
࣭ͭͭ͋͠ΔɻϏδωεͷϩδοΫ͕େखΛ;Δ͍ɺΠϊϕʔγϣϯࡦͷҰཌྷΛ୲͏͜ͱ
�Λಛ͚͍ͮͯΔɻڀݚͷՊֶݱ͞ΕΔɻͦΕ͕ظ͕
ɹ͔͠͠ɺՊֶͷྺ࢙ΛৼΓฦΕɺۙՊֶͷൃలΛ୲ͬͨਓʑɺຊۀͷΒͰɺࣗવ
Λ୳͢ٻΔӦΈʹܞΘ͍ͬͯͨɻՊֶڀݚΛੜۀʹ͢Δ৬ۀՊֶऀཱ͕͢ΔΑ͏ʹͳͬͨ
ͷɺ͍͍ͤͥ͜ͷೋඦ͘Β͍ͷ͜ͱͰ͋Δɻઃཱ͔Βؒͳ͍����ͷϩϯυϯԦཱڠ
ձͷձһߏΛΈΔͱɺͦͷଟ͍ॱʹ࣏Ոɺوɺେओɺҩࢣɺ৬ऀͱଓ͘ɻ
൴ΒݱͰ͍͏ΞϚνϡΞՊֶऀͰ͋Γɺ൴ΒΛۦΓཱͯͨͷɺࣗવͷਆൿΛΓ͍ͨ
ͱ͍͏ཉٻͰ͋ͬͨɻՊֶܞʹڀݚΘΔ͜ͱɺੜۀͱͯ͠ऀڀݚͱ͍͏৬ۀΛબͿ͜ͱͱ
ແԑͰ͋ͬͨɻՊֶऀ͕৬ۀͱཱͯ͠͠ɺେͳڀݚඅ͕ࠃՈ͔Β͞څࢧΕΔΑ͏ʹ
ͳͬͨ͜ͱɺੜܭΛؾʹͤͣʹՊֶڀݚʹ಄Ͱ͖Δͱ͍͏ܙ·ΕͨڥΛՊֶऀͨͪʹ
ͨΒ͢ͱಉ࣌ʹɺՊֶࠃ͕ڀݚՈۀ࢈ͷҙʹΈࠐ·ΕΔ͜ͱΛҙຯ͢ΔͷͰ
͋ͬͨɻ�



ɹଟ͘ͷՊֶऀͨͪͷओ؍తͳ͍ࢥͱผʹɺ͘͢ͳ͘ͱͦͷࣾձతͳҐஔ͚ͮʹ͓͍
ͯɺՊֶɺΛѪ͢Δऀͨͪͷൃతཉ͑ࢧʹٻΒΕͨӦΈ͔ΒɺࠃՈۀ࢈Λ͑ࢧΔࣄ
�ͱେ͖ͳม༰Λ͛ͨɻۀ

ΞϚνϡΞతՊֶͷ෮ݖ�
ɹՊֶऀ͕৬ۀͱཱͯ͢͠ΔΑ͏ʹͳ͔ͬͯΒɺΞϚνϡΞՊֶऀͨͪՊֶͷൃలͷ
ҰཌྷΛ୲͖ͬͯͨɻΞΠϯγϡλΠϯ͕ಛڐிͷ৬һͱͯ͠ಇ͔ͨ͘ΘΒͰ૬ରੑཧͷൃ
�Ͱ͋Δɻྫͷɺͦͷͨͬࢸʹݟ
ɹ͞ΒʹۙͰɺγνζϯαΠΤϯεͱݺΕΔ׆ಈ͕ൃ׆Խ͍ͯ͠ΔɻγνζϯαΠΤ
ϯεͱɺՊֶڀݚΛੜۀͱ͠ͳ͍ࢢຽ͕ՊֶڀݚͷҰཌྷΛ୲͏׆ಈͰ͋Δɻࠃͷදత
ͳྫࣄͱͯ͠ɺ͜͜ͰࢢຽࢀՃܕௐࠪʮՖ·ΔϚϧϋφόνࠃௐࠪʯΛհ͢Δɻ�
ɹʮϚϧϋφόνʯͱ͍͏ϋνɺ࡞ͳͲͷ২ͷՖคΛӡͿॏཁͳࠛͰ͋Δ͕ɺੈ
քతʹݮগ͕ͱͳ͍ͬͯΔɻϚϧϋφόνΛอશ͢ΔͨΊʹɺ·ͣɺ͜ͷϋν͕Ͳͷ
Α͏ͳॴΛΜͰ͍Δͷ͔ɺௐࠪΛ͢Δඞཁ͕͋Δɻ͔͠͠ɺখ͞ͳࠛͰ͋Δϋν
ͷௐࠪΛશنࠃͰ͏ߦʹେͳਓһ͕ඞཁͰ͋ΓɺͦΕΛՊֶऀ͚ͨͪͩͰ࣮͢ࢪ
Δ͜ͱࠔͰ͋Δɻͦ͜ͰɺҰൠࢢຽʹରͯ͠ɺΣϒαΠτπΠολʔΛ௨ͯ͡Ϛϧ
ϋφόνௐࠪͷࢀՃ͕ݺͼ͔͚ΒΕͨɻ����͔Β����ʹ͔͚ͯ����ຕͷϚϧϋ
φόνͷࣸਅ͕ऩू͞Εɺຊࠃͷ�छͷಛੑΛ໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱʹޭͨ͠ʢ�
IUUQT���XXX�OBUVSF�DPN�BSUJDMFT�T����������������Y�ʣɻҰൠࢢຽͷࢀՃʹΑΓɺϚϧϋφ
όνΛอશ͍ͯͨ͘͠ΊʹෆՄܽͳՊֶతݟΛಘΔ͜ͱ͕ՄͱͳͬͨͷͰ͋Δɻ͜Ε
ɺগͷ৬ۀՊֶऀ͚ͨͪͩͰ࣮͖͕ݱΘΊͯࠔͳՌͰ͋ͬͨɻ͜ͷΑ͏ͳࢢຽࢀ
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1. 宮野公樹 
2021年1月20日 7:19:49

これまでの「科学論」をオーバー
シンプリファイドという視点から
切り込んだ点で興味深い内容とな
っていますが、そもそも「科学」
という手法は、シンプリファイド
を求めるものですよね。「現状や
歴史はこうだ。でもこれではだめ
だ」という論をさらに発展させ
て、「きっと新しい科学ないしは
科学観が必要であり、それはこう
いうものだ」ぐらい書いてぶち上
げたほうが迫力が出ると思いまし
た。

2. SHINTARO FURUYA 
2021年1月27日 3:22:42

そもそも、すべてを理解すること
が可能であったことはないと思い
ます。それゆえに、理解しようと
する工夫として「科学」や「技
術」が発達してきたのではないで
しょうか。

また、現在コンピュータの急速な
性能向上により、これまでは扱え
なかった膨大な情報を扱うことが
できるようになってきており、複
雑系科学に新しい展開が起こって
きています。

というわけで、議論の前提が現実
と乖離しているのでは？と思うの
ですが、いかがでしょうか。

KEVKHISVILIさんの他のコメント
に同意なのですが、平均値を取る
ことと単純化することが同じよう
に扱われていたりと、議論の前提
が不安定だと思います。上記前提
は以下のすべての議論にとって重
要な基礎ですから、そこをしっか
りと見直したうえで議論をし、宮
野さんのコメントのように社会に
おける科学観の問い直しが必要
で、新しい科学観はこういうもの
ではないか？という風に進められ
ると良いのではと思います。

3. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 1:37:25

「平均値に近いほどいい」という
考え方と「単純な法則で表す」と
いう考え方はかなり違った考え方
だと思います。前者は平均値に収
束させようとする意志があります
が、後者はそのような意志はない
と思います。このことについてど
のようにお考えでしょうか。

4. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 1:40:16

（前のコメントに関連しています
が）ここで平均値からの乖離に対
する違和感と「単純化」は同じよ
うに扱われていますが、後者より
前者の方が負の影響があると思い
ます。



5. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 1:43:54

これらの例において、「単純化の
重視」は、社会の複雑さをなくす
という動きを引き起こすというこ
とでしょうか。単純化の悪影響を
もう少し説明するとより分かりや
すくなると思います。

6. SHINTARO FURUYA 
2021年1月27日 3:29:02

この文章はいささか唐突ですし、
かなりのassertionがあるのではと
思いますが、いかがでしょうか。

本論中でこうした「畏れ」や「拒
否反応」のメカニズムが具体的に
示されれば話は別ですが、そうす
るとそちらがメインになって科学
観についての論稿ではなくなって
しまうと思いますので、この文章
にかいてあるようなことを論じる
のは別稿で、とするのが良いので
はと思いました。

「オーバーシンプリファイド」な
科学観が問題になる、もっと科学
寄りの例として、閾値問題を挙げ
ておきます。ここまでは大丈夫、
でもここからはダメ、という
demarcation（おそらく本論で問題
視している「平均値」は、そうし
た基準および基準の取り扱い方な
のでは？と推察）がシンプルにな
りすぎることについての疑念は、
たとえば低線量被ばくの取り扱い
などで指摘されていますよね。

7. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 1:52:34

データの分析等において、外れ値
を分析対象から外すことはあると
思います。ただし、分析者は外れ
値の存在を認めています。社会に
おける「平均」と「メインストリ
ームと大きく違うもの」に対する
態度は科学における態度とどのよ
うに違うと思いますか。科学よ
り、社会は「メインストリームと
大きく違うもの」の存在を受け入
れにくいということでしょうか。

8. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 1:58:05

単純な理論や方法であれば、人間
は把握できて使えると思います。
科学で重視されてきた単純化の原
因は人間の能力の限界ではないで
しょうか。また、AIなどの技術進
歩によって単純化の重要性に対す
る考え方も変わると思いますか。
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9. 宮野公樹 
2021年1月20日 7:20:40

歴史の記述の最後に、ちょっとし
た批評がある程度で、もっともっ
と「オーバーシンプリファイド」
の観点を強調しないと歴史紹介の
域をでない気がします・・・

10. 宮野公樹 
2021年1月20日 7:21:06

むしろ、歴史紹介はもうちょうと
分量を減らし、オーバーシンプリ
ファイドの思想をもっと膨らませ
たほうがいいような気がします。

11. 東原紘道 
2021年1月24日 6:04:52


@哲学では定番のように、概念そ
の他の言説の忘却と隠蔽が言われ
ている。言説が流通してポピュラ
ーになり、人々が一々確認しなく
てよくなると自明化してしまい、
これ関連では人々は思考停止す
る。過度な単純化というより、こ
ちらの方が重大ではないかと考え
ます。単純化の切り口を否定する
ものではありませんが。

12. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 2:07:07

シンプルで強力な法則は引き継が
れる可能性が高いと思います。
「シンプル」性の良いポイントも
挙げるといいと思います。

13. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 2:09:51

人間の感情から考えると、複雑な
世界に実はシンプルで美しい法則
があるということは非常に魅力的
だと思います。このような法則の
存在に対する期待を諦めない方が
いいと思います。

14. SHINTARO FURUYA 
2021年2月2日 6:31:39

「自然の統一的な理解」と「シン
プルな法則で描き出すこと」は、
必ずしも一致しません。自然の統
一的理解は、本文中にあるよう
に、天上界と月下界を峻別したア
リストテレスの哲学の克服にルー
ツがありますが、シンプルな法則
に関してはその限りではありませ
ん。

シンプルな法則で描き出すことの
ルーツに関しては、アリストテレ
スの論理学、中世の論理学（典型
的にはオッカムの剃刀）、近世の
哲学（ヒュームらの帰納法につい
ての議論）、現代のポパーらの哲
学（反証主義）がありますが、そ
れ以外にもキリスト教的価値観が
影響している可能性があります
（リン・ホワイトジュニアの議論
を参照）。

さらに、「自然の統一的な理解」



」と「シンプルな法則で描き出す
こと」の合わせ技として、実質的
に物理帝国主義の屋台骨を担っ
た、19世紀後半の数学基礎論の
発達が挙げられます。

上記のように、自然の統一的な理
解とシンプルな法則で描き出すこ
とは異なる伝統を持っており、し
たがって、それらをニュートンに
よる古典力学完成に帰すことは、
「オーバーシンプリファイド」に
なってしまうのではないかと思い
ます。

15. 東原紘道 
2021年1月24日 6:13:20


@「物理学の限界が白日のも」と
の意味が不明。

「物理学帝国主義」はjargonであ
るまいか？　使う実益はあるのだ
ろうか？少なくともこの語が指す
ものを正確に提示すべきである。

「物理学帝国主義」が近接諸学科
で好意的に使われる事例も多い
し、それは根拠ありだと考えてい
る。

数学も物理学も、人間の進化と共
に進化した。まずは身の丈世界の
現象と取り組み、実用問題を解決
し、それから徐々に原理に遡上し
た（cf. Bertrand Russel、久保亮
五）。出発時のベースは弱く、専
ら近似と仮定であった。

また一人のEinsteinに先行して何
百人の凡庸な者によるデータの蓄
積などがあった。この先行なしに
はbreak throughも起きない。物
理帝国は地道な試行錯誤を踏まえ
ていると思う。
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16. 東原紘道 
2021年1月24日 6:14:54


@基礎には物理学の成果がある
し、物理学から転向した研究者の
寄与も非常に多い。

17. SHINTARO FURUYA 
2021年2月2日 6:36:08

ここは、議論の余地が大いにある
ところだと思います。たしかに博
物学・分類学は多様性を相手とす
る学問的アプローチではあります
が、それらが進化論を導いたよう
に、自然の複雑さから何かしら法
則を見出そうとする試みというも
のは存在していますから。

18. SHINTARO FURUYA 
2021年2月2日 6:44:27

ここも博物学・分類学についての
認識と同様の問題があるかなと思
います。生体という対象は複雑で
すが、DNAの二重らせんの発見を
ワトソンと分け合ったクリックが
X線回折を主な実験手段として使
う物理学出身であったように、分
子生物学の始まりの時点から生体
の複雑さを支配するシンプルなル
ールを求めようとする試みでし
た。上で博物学・分類学も複雑な
自然の法則性を見出そうとする試
みであるという指摘をしておきま
したが、やはり生物学が複雑性や
多様性を相手とし、物理学が単純
性を相手とするという対比的な認
識自体を考え直すべきなのではと
思います。

19. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 2:17:30

この文章は、勝利のためにシンプ
ルな理論が重要であるというよう
に解釈できます。この解釈で正し
いでしょうか。

20. SHINTARO FURUYA 
2021年2月2日 6:48:57

労働集約型サイエンスと言うな
ら、その始まりは第二次世界大戦
におけるマンハッタン計画ではな
いかと思います。理論と技術が両
方必要とされ、さらに開発のため
には学問だけでなく民間も含めた
アメリカ中のありとあらゆるリソ
ースが投入されましたので。いわ
ゆる「科学動員」というもので、
ここで書かれていることの始まり
です。

21. SHINTARO FURUYA 
2021年2月2日 6:51:50

こちらも、マンハッタン計画に起
因します。キリがないのでコメン
トしませんが、「特許」「知財」
「ベンチャー」についても、生命
科学の発達だけに帰するのは、非
常に厳しいのではと思います。



22. SHINTARO FURUYA 
2021年2月2日 6:59:36

「科学の制度化」のプロセスが
「オーバーシンプリファイド」さ
れているように思います。たとえ
ば、ドイツのハビリタツィオン、
フランスのアグレガシオンなど
は、必ずしも国家と結びつくもの
ではありません。国家との結びつ
きという点では、ドイツのPTRが
最初期のものと理解しています
が、それもジーメンスが研究者を
教授職から解放しようという目的
で設立されたので、いわば職業科
学者のアマチュア科学者化をしよ
うとする試みであった（つまり、
ここでの論旨とは真逆の反証例に
なり得る）とも言えるわけです。

23. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 2:23:16

このことによって創造性が失われ
たと思いますか。
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24. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 2:22:37

科学の発展における、このような
営みの重要性についてもう少し述
べると良いと思います。

25. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 2:31:14

純粋な知的好奇心の重要性と現状
の問題点に関して非常に良いコメ
ントだと思います。

26. SHINTARO FURUYA 
2021年2月2日 7:04:25

ここはその通りかもしれません。
が、「自然科学本来の姿」がアマ
チュア的なものであり、好奇心駆
動型で自然界の探究をするもので
ある、と述べるには、根拠が弱い
と思います。
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27. SHINTARO FURUYA 
2021年2月2日 7:31:58

ここもその通りと思いますが、
「しかし、元来、科学の世界にお
ける評価とはそのような単純なも
のではない」と言うための根拠が
見当たりません。科学史的なこと
を論じている前段で、ここを主張
するための根拠を論じるべきでは
ないでしょうか。

たとえば、アインシュタインが典
型的だと思います。彼は科学者社
会では評価されていませんでした
が、科学の世界を変えるような大
きな発見をしました。つまり、科
学者社会におけるモノサシが、彼
の研究を正しく評価できていなか
ったということになります。この
ような例を厳選して、テーマを絞
って論じる方が良いのではと思い
ます。

28. Rusudan KEVKHISHVILI 
2021年1月26日 2:37:18

評価の単純化の問題点に関する指
摘は良いと思います。ただし、文
章の最初の方に出てきた単純な法
則の導出と評価の単純化は違うと
思います。この点についてここで
コメントをすると良いと思いま
す。また、社会が行う評価の単純
化との繋がりについても言及する
と良いと思います

29. 宮野公樹 
2021年1月20日 7:22:47

ビックデータおよびディープラー
ニングは、ある意味、どうやって
その答えがでたかはわからないブ
ラックボックスではあるが、その
答えを我々人間はうけいれようと
しているのが現状と思います。こ
の事実は、オーバーシンプリファ
イドの思想に密接に関係するので
は？

30. 宮野公樹 
2021年1月20日 7:25:55

今、（古典的な）科学を並列させ
て新しい科学が生まれようとして
いる、といいきってもいいように
思います。

31. 宮野公樹 
2021年1月20日 7:27:46

上に書いたビックデータの活用を
人間はうけいれつつある話し、エ
ビデンスよりもエピソードで人は
動く話し、などなど、いろんな分
野の著者がいるからこそ、科学史
の分量は減らして「私の分野では
こんな新しい科学が芽生えてい
る」というのを書いてもいいかも
しれないと思いました。それはぜ
ひ読んでみたい！
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͏ʹɺͦͷӡಈ༧ଌࠔͳෆنଇੑʹࢧ͞Ε͍ͯΔɻରۭͯ͠Λ্͛ݟΕɺఱମ͖
ΘΊͯنଇతͰඒ͍͠يಓΛඳ͖ɺ্ͷੈքͱ·ͬͨ͘ผͷӡಈ๏ଇ͕ࢧ͍ͯ͠Δɻ
ͦΕ͕��ੈل·ͰͷࣗવཧղͰ͋ͬͨɻͦͷΑ͏ͳࣗવքͷཧղʹ෩݀Λ։͚ͨͷ͕ΨϦϨ
Φͷੑ׳ͷ๏ଇͰ͋ΓɺχϡʔτϯʹΑΔສ༗Ҿྗͷ๏ଇͰ͋ͬͨɻͦ͜Ͱɺ্Ͱ͋Δ
͔ఱۭͰ͋Δ͔ʹ͔͔ΘΒͣɺӉۭؒΛࢧ͢Δͷ୯Ұͷࣗવ๏ଇͩͱ͞Εͨɻχϡʔ
τϯʹΑͬͯମܥԽ͞ΕͨࣗવքͷֶతΞϓϩʔνɺۙཧֶΛ࡞Γ্͛ͨɻͦΕ
͖ΘΊͯඒ͘͠ɺັྗతͰɺ͔࣮ࣾ͠ݱձʹ͓͍ͯྗڧͳཧͰ͋ͬͨɻૉཻࢠʹ
ͤΑͻཧʹͤΑɺࣗવքͷࠜຊݪཧʹઓ͢Δͷ͕ཧֶͰ͋ΓɺෳࡶͳੈքΛઆ໌
͢Δ౷Ұͨ͠ཧ͕͞ٻΕͨɻҰํɺԽֶੜֶͱֶ͍ͬͨɺཧֶతΞϓϩʔν
ͱରরతʹɺࣗવքͷෳ͞ࡶΛෳࡶͳ··ड͚ࢭΊΑ͏ͱ͢ΔͷͰ͋ͬͨɻͦΕɺത
ֶతɾྨֶతΞϓϩʔνͱݺͿ͜ͱ͕Ͱ͖ΔɻͦΕɺΑΓ࣮ݱͷੈքͷෳੑࡶΛͱΒ͑
Α͏ͱ͢ΔͷͰ͋Δ͕ɺཧֶతΞϓϩʔνͷ؍͔Β͢ΕɺΑΓෆશͳࣗવ૾Λ༩
͑Δʹ͗͢ͳ͍ɻͪΖΜԽֶੜֶʹ͓͍ͯɺͨͱ͑पظදͷΑ͏ʹෳࡶͳੈք
ʹજΉنଇੑΛͱΒ͑Α͏ͱ͢Δ࢟ڞ௨͢ΔͷͰ͋ͬͨɻ͔͠͠ɺཧֶͷΑ͏ʹͦ
ͷ࢟ΛͲ͜·Ͱపఈͤ͞ΔͷͰͳ͍ɻͦΕΛ͋ΔՊֶ࢙Ոʮෆ७ͳՊֶʢJNQVSF�
TDJFODFʣʯͱݺΜͩʢ#FOTBVEF�7JODFOU�#��BOE�4JNPO�+��$IFNJTUSZ��5IF�*NQVSF�4DJFODF�
�����ʣɻࣗવՊֶͷੈքͰɺҎ্ͷΑ͏ͳҟͳΔΞϓϩʔν͕ͱʹิ͠߹͍ͳ͕Β
ɺതֶతΞϓϩʔνঃʑʹࣗવՊֶͷੈքͰͦͷҐΛԼ͖ͤͯͨ͞ɻ�
ɹՊֶΛͱΓ·͘ঢ়گɺ��ੈلΛ௨ͯ͠େ͖͘มΘ͖ͬͯͨɻͦΕಛʹੜ໋Λରͱ͢
ΔֶͰݦஶͰ͋ͬͨɻ����ͷ%/"ͷೋॏΒͤΜߏͷൃݟΛػܖʹɺ��ੈل
Ҏ߱ɺੜ໋ݱΛࢠϨϕϧͰཧղ͠Α͏ͱ͢Δࢠੜֶ͕಄ͨ͠ɻͷՊֶ༧ࢉͷ
ਪҠͱ͍͏͔ΒɺՊֶͷओཧֶ͔Βੜ໋ՊֶͱҠΓมΘ͖ͬͯͨͱ͍͏͜ͱ͕
Ͱ͖Δɻͨͩ͠ɺࢠੜֶͷ಄ɺෳࡶͳੜ໋ݱΛෳࡶͳ··ཧղ͢ΔͷͰͳ͘ɺ
γϯϓϧͳཧͰඳ͖ͩͦ͏ͱ͢Δͷͱ͍͏͕࢟ࢧతͱͳͬͨ͜ͱͱҰମͷͷͰ
͋ͬͨɻͦΕཧֶతΞϓϩʔνͱ௨ఈ͓ͯ͠Γɺݱͷཧղ͕ਂ·ͬͨҰํͰɺՊֶత
ํ๏ͷըҰԽ͕ਐΜͰ͍Δͱଊ͑Δ͜ͱͰ͖Δɻ�
ੜ໋Պֶɺ����Ҏ߱ʹɺ%/"அยͷ૿෯ΛՄʹͨ͠1$3๏ͷཱ֬ɺώτήϊ
ϜͷղಡɺҨ࡞ૢࢠΛ༰қʹͨ͠ήϊϜฤूٕज़ͳͲΛج൫ʹ՚ʑ͍͠ൃలΛ͖͛ͯ
ͨɻόΠΦςΫϊϩδʔͱ͍͏ݴ༿ɺੜ໋ݱͷཧղ͔Βੜ໋ͷਓతհೖͱֶͷ
ੑ࣭͕ม༰͖ͯͨ͜͠ͱΛޠΔͷͰ͋Δɻ��ੈلऴ൫ʹՖ։͍ͨσʔλαΠΤϯε
·ͨɺٕػࢉܭज़ɺಛʹਓʢ"*ʣٕज़ͷൃలʹΑͬͯɺେྔͰ༷ʑͳσʔλͷྨ
͕ՄͱͳΓɺࣗಈӡసಘΒΕͨσʔλͷߟ࠶ʹΑΔༀͳͲʹ׆༻͞ΕΔΑ͏ʹͳͬ



ͨɻσʔλΛ༻͍ͯ৽ͨͳՊֶతݟΛҾ͖ग़ͦ͏ͱ͢ΔΞϓϩʔνɺཧֶతΞϓϩʔ
νͱੑ࣭ͷҟͳΔͷͰ͋ΓɺՊֶతํ๏ͷଟ༷ੑʹد༩͢Δ͜ͱظ͞Ε͍ͯΔ
͕ɺతͳӦΈͰ͋ΔͣͷՊֶతߟࢥΑΓɺݟΛҾ͖ग़ͨ͢ΊͷσʔλΛʮऩूʯ͠
ͯʮॲཧʯ͢Δʮۀ࡞ʯ͕ͦ͜ॏཁͰ͋ΔΑ͏ʹม࣭ͯ͠͠·͍ͬͯΔΑ͏ʹ͏ࢥɻ"*ͷར
༻ͷظͦͷͷ͕ɺߟࢥΛఀ͠ࢭɺՊֶతߦҝΛ୯७Խͤ͞ΔݱΕͷΑ͏ʹΈ͑Δɻ�
Պֶతߦҝͷଟ༷ੑɾෳੑࡶΛ୲อ͢Δ͜ͱͷॏཁੑɺֶͷʹݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖
ΔɻֶɺैདྷɺདྷͨΔ͖Λఆ͠ɺͦΕʹ͑Δٕज़͕جຊͰ͋ͬͨɻ͔͠
͠؍ଌ͕උ͞ΕΔͱɺ༰қʹ༧Ͱ͖ΔͷͰͳ͘ɺͦͷෆ֬ఆੑͷର
Ԡۓ٤ͷ՝ͱͳͬͨɻ࠾ֶ͕༻ͨ͠ख๏ɺ͕͍ڧฏۉతͳʹ͑Δٕ
ज़ʹՃ͑ɺͷෆ֬ఆੑʹಷײͳγεςϜΛ࣮͢ݱΔ໔ɾ੍ৼͷ৽͍ٕ͠ज़Λಋೖ͢Δ
͜ͱͰ͋ͬͨɻ͜Εೖྗͷਫ਼៛Խɼ୯७ԽͰͳ͘ɺͦͷʮΒ͖ͭʯʹՁΛݟग़ͦ͏
ͱ͢Δ͜ͱʹΑͬͯ࢈Έग़͞Εٕͨज़Ͱ͋ΓɺҟͳΔΞϓϩʔν͕͜͏͋͠ิʹ͍ޓͱͷ
ॏཁੑΛޠΔͷͰ͋Δɻ�

��
Պֶऀͱ͍͏৬ͷม࣭�

ɹ��ੈلΛ௨ͯ͠ɺՊֶऀͱ͍͏৬େ͖͘ม࣭͖ͯͨ͠ɻώτήϊϜղੳ͕େྔͷۚࢿ
ͱਓతݯࢿͷूதతೖʹΑͬͯՄͱͳͬͨΑ͏ʹɺόΠΦςΫϊϩδʔϏδωεͱ
ੑ͕͘ߴɺʮಛڐʯʮࡒʯʮϕϯνϟʔʯͱ͍ͬͨ༻ڀݚ͕ޠͷੈքΛ෴͏Α͏ʹͳͬ
ͨɻϏδωεͷϩδοΫ͕େखΛ;Δ͍ɺݱͷՊֶऀΠϊϕʔγϣϯࡦͷҰཌྷΛ୲͏
͜ͱظ͞Ε͍ͯΔɻ�
ɹ͔͠͠ɺՊֶͷྺ࢙ΛৼΓฦΕɺۙՊֶͷൃలΛ୲ͬͨਓʑɺຊۀͷΒͰɺࣗવ
Λ୳͢ٻΔӦΈʹܞΘ͍ͬͯͨɻՊֶڀݚΛੜۀʹ͢Δ৬ۀՊֶऀཱ͕͢ΔΑ͏ʹͳͬͨ
ͷɺ͍͍ͤͥ͜ͷ���͘Β͍ͷ͜ͱͰ͋Δɻઃཱ͔Βؒͳ͍����ͷϩϯυϯԦཱڠ
ձͷձһߏΛΈΔͱɺͦͷଟ͍ॱʹ࣏Ոɺوɺେओɺҩࢣɺ৬ऀͱଓ͘ɻ
൴ΒݱͰ͍͏ΞϚνϡΞՊֶऀͰ͋Γɺ൴ΒΛۦΓཱͯͨͷɺࣗવͷਆൿΛΓ͍ͨ
ͱ͍͏ཉٻͰ͋ͬͨɻՊֶܞʹڀݚΘΔ͜ͱɺੜۀͱͯ͠ऀڀݚͱ͍͏৬ۀΛબͿ͜ͱͱ
ແԑͰ͋ͬͨɻՊֶऀ͕৬ۀͱཱͯ͠͠ɺେͳڀݚඅ͕ࠃՈ͔Β͞څࢧΕΔΑ͏ʹ
ͳͬͨ͜ͱɺੜܭΛؾʹͤͣʹՊֶڀݚʹ಄Ͱ͖Δͱ͍͏ܙ·ΕͨڥΛՊֶऀͨͪʹ
ͨΒ͢ͱಉ࣌ʹɺՊֶࠃ͕ڀݚՈۀ࢈ͷҙʹΈࠐ·ΕΔ͜ͱΛҙຯ͢ΔͷͰ
͋ͬͨɻଟ͘ͷՊֶऀͨͪͷओ؍తͳ͍ࢥͱผʹɺ͘͢ͳ͘ͱͦͷࣾձతͳҐஔ͚ͮʹ
͓͍ͯɺՊֶɺΛѪ͢Δऀͨͪͷൃతཉ͑ࢧʹٻΒΕͨӦΈ͔ΒɺࠃՈۀ࢈Λ͑ࢧ
Δۀࣄͱେ͖ͳม༰Λ͛ͨɻ͞ΒʹۙͰۚࢿڀݚϙετΛΊ͙Δڝ૪͕ܹԽ͢Δ
ͳ͔ͰɺΠϯύΫτɾϑΝΫλʔI�JOEFYͱ͍ͬͨࢦඪ͕ɺՊֶऀΛධՁ͢Δ؍٬తࢦඪ



ͱͯ͘͠༻͍ΒΕΔΑ͏ʹͳ͖ͬͯͨɻͦͷ͜ͱ͕ՊֶͷੈքΛΊ͍ͯΔͷͰͳ͍͔
ͱࢦఠ͢Δগͳ͘ͳ͍ɻ୯७Խ͞ΕͨࢦඪͷͱͰɺՊֶऀ͕ՌΛ͛ڍΔ͜ͱʹᬏਐ
͢Δ͜ͱͰɺ৬ۀՊֶऀ·͢·͢γεςϜʹΈࠐ·Εɺͦͷۨͱͯ͠ػ͢ΔΑ͏ʹ
ͳͬͨɻ�
ɹՊֶऀʹΑΔߦڀݚҝ͕γεςϜԽ͠ɺ৽ͨͳݟΛޮతʹಘΔ͜ͱͷԿ͕ѱ͍ʁࣾձ
ͦΕΛظ͍ͯ͠ΔͰͳ͍͔ʁͱݴΘΕΔ͔͠Εͳ͍ɻͪΖΜ͜ΕΛ൱ఆ͢Δͭ
Γͳ͍͕ɺͦͷํ๏Պֶऀͱͯ͠ʮ໘ന͍͔ʁʯͱ͍͍ͨɻࢭఀߟࢥͱతح
৺Λࣦͯ͠ಘͨݟɺՊֶతݟͱݺΔͰ͋Ζ͏͔ɻ�
��

ΞϚνϡΞతਫ਼ਆͷ෮ݖ�

ɹՊֶऀ͕৬ۀͱཱͯ͢͠ΔΑ͏ʹͳ͔ͬͯΒɺΞϚνϡΞՊֶऀͨͪՊֶͷൃలͷ
ҰཌྷΛ୲͖ͬͯͨɻΞΠϯγϡλΠϯ͕ಛڐிͷ৬һͱͯ͠ಇ͔ͨ͘ΘΒͰ૬ରੑཧͷൃ
ಈ͕׆ΕΔݺͰ͋Δɻ͞ΒʹۙͰɺγνζϯαΠΤϯεͱྫͷɺͦͷͨͬࢸʹݟ
ͷҰཌྷڀݚຽ͕Պֶࢢͱ͠ͳ͍ۀΛੜڀݚԽ͍ͯ͠ΔɻγνζϯαΠΤϯεͱɺՊֶൃ׆
Λ୲͏׆ಈͰ͋Δɻࡍࠃతͳྫࣄͱͯ͠ٿ֎จ໌୳ࠪʢ4&5*ʣ͕ɺࠃͰࢢຽࢀՃܕ
ௐࠪʮՖ·ΔϚϧϋφόνࠃௐࠪʯͷ͕͋ྫࣄΔɻ͜ΕΒଟͷҰൠࢢຽͷࢀՃʹΑ
Γɺ৽ͨͳՊֶͷΈΛ࡞Δ͜ͱʹޭ͠ɺ·ͨগͷ৬ۀՊֶऀ͚ͨͪͩͰ࣮͖͕ݱ
ΘΊͯࠔͳՊֶతݟΛಘΔ͜ͱ͕ՄͱͳͬͨྫࣄͰ͋ΔɻݸਓͷΞϚνϡΞՊֶऀ͕
৽ͨͳՊֶతൃݟΛଓ͚͍ͯΔఱจֶγνζϯαΠΤϯε͕ΜͳͰ͋Δɻ͔͠
͜͜͠ͰɺγνζϯαΠΤϯεͷੑ׆Խ͕ՊֶͷੈքʹͨΒ͢ผͷΠϯύΫτʹ͠
͍ͨɻ�
ɹΞϚνϡΞՊֶऀͨͪɺͦΕ͕͔ͩࣄΒͰͳ͘ɺ७ਮͳతح৺ͷճΓͷ
༂͢ΔੈքɺϏδω׆Θ͍ͬͯΔɻΞϚνϡΞՊֶऀͨͪͷܞʹͷؔ৺ͳͲ͔ΒՊֶڥ
εతϩδοΫ͕෴͍ͭͭ͋ΔݱͷՊֶͷੈքͱରۃʹ͋Δɻ৬ۀՊֶऀͨͪɺՊֶݚ
ࠃඅͷ֫ಘʹຉ͠ɺڀݚʢϓϩϑΣογϣϯʣͱͳͬͯ͠·͕ͬͨΏ͑ʹɺۀઐ৬͕ڀ
ͷࠨʹࡦӈ͞Εɺ७ਮͳతح৺͔Βࣗવքͷ୳ٻʹ಄͢Δ͜ͱͷتͼΛୣΘΕͯ͠
·͍ͬͯΔͷͰͳ͍͔ɻͦΕʹରͯ͠ɺతح৺ʹಥ͖ಈ͔͞Εɺࣗવͷ୳ٻʹऔΓ
ΉΞϚνϡΞՊֶऀͨͪͷ͕ͦ࢟͜ɺࣗવՊֶຊདྷͷ࢟Λͬͱମ͍ͯ͠ݱΔΑ͏ʹࢥ
ΘΕΔɻઐ৬ۀͱԽͨ͠ՊֶͷੈքʹɺΞϚνϡΞੑΛΑΓੵۃతʹධՁ͠ɺ७ਮʹΛ
Ѫ͢Δଘࡏͱͯ͠ͷՊֶऀͷ͋ΓํΛ෮ͤ͞ݖΔ͜ͱɺՊֶऀ͕ࣗੑΛऔΓ͠ɺ७ਮ
ͳతح৺͕ࢧ͢ΔੈքΛՊֶʹ࠶ͨΒ͢ػܖʹͳΓ͏ΔͷͰͳ͍͔ɻ�
��
��



0WFSTJNQMJpFEͳՊֶ͔Βͷ٫Λ�

ɹࣗવքෳࡶͰ͋Γɺ·ͨɺՊֶͷੈքҰຕؠͰͳ͍ɻʹ͔͔ΘΒͣɺੈؒҰൠͷ
Պֶʹର͢Δظɺͱ͖ʹɺ໘͢Δʹରͯ͠ਖ਼͍͠ͻͱͭͷʮ͑ʯΛ༩͑ͯ͘Ε
Δͷͱͯ͠ೝࣝ͞Ε͍ͯΔɻͦͷ͜ͱʹରͯ͠ɺՊֶͷΠϝʔδ͕աʹ୯७Խ͞Ε͍ͯ
Δ͜ͱΛ͢ࢹΔՊֶऀ͍Δ͔͠Εͳ͍ɻ͔͠͠ɺͦͷΠϝʔδΛੜΈग़͍ͯ͠Δͷ
·ͨɺ࣌ͱͱʹม࣭͖ͯͨ͠Պֶɺͦͯ͠ՊֶऀࣗͰͳ͍ͩΖ͏͔ɻઌʹͨݟΑ
͏ʹɺՊֶͷੈքʹ·ͨɺଟ༷ੑΛܰ͠ࢹɺաͳ୯७ԽΛภॏ͢Δ͕͍͕࢟ͯͬ
Δɻ·ͨɺՊֶత୳ڀͷ݁Ռͱͯ͠ͷٕ͍ͨͮجʹݟज़తՌΛڧௐ͢Δ͜ͱʹΑͬͯɺ
ͷ֫ಘʹᬏਐ͠ɺࣾձͷઆ໌ΛՌͨͨͭ͠Γʹͳ͍ͬͯΔͷͰͳ͍͔ɻࢉ༧ڀݚ
͔͠͠ΘΕΘΕՊֶऀɺଞํͰɺՊֶతݟͷΈͰͳ͘ɺͦΕ͕ੜΈग़͞ΕΔϓϩηεΛ
ָ͠ΜͰ͍Δɻͦͷ͋Γͷ··ͷՊֶͷ࢟Λࣾձͱਖ਼ʹڞ༗͢Δ͜ͱʹऔΓΉ͜ͱ͕ɺ
ඞཁͰͳ͍͔ɻ�
ɹෳࡶԽɺਂԽ͍ͯ͠Δݱ͔ͩΒͦ͜ɺෳࡶͳੈքͷཧղʹऔΓΉՊֶͷੈքʹଟ༷ੑ
Λճ෮͢Δඞཁ͕͋Δɻࣾձ͔ΒͷظతͳχʔζͷରԠΛॏ͠ࢹɺطଘͷγεςϜʹॱ
Ԡ͢ΔͷͰͳ͘ɺՊֶ͕ࡏݱΈࠐ·Ε͍ͯΔΈΛ͍͠ɺγεςϜͷढറ͔Β
٫͢Δ͜ͱɻ୯७Խ͞ΕͨࢦඪʹৼΓճ͞ΕΔͷͰͳ͘ɺՊֶͷݪʹ͋ΒͨΊཱͯͪ
Δ͜ͱɻͦͷͨΊʹɺ৬ۀՊֶऀͷੈքʹͱͲ·Βͣɺଟछଟ༷ͳަྲྀΛॏ͠ࢹɺࣗΒͷ
ઐੑΛڌΓॴͱ͠ͳ͕Βɺଟ༷ͳՁͷͤΛ͏ߦଶΛՊֶऀΈ͔ͣΒ͕ഓ͏͜
ͱɺͦͯͦ͠ͷ࢟Λࣾձʹఏ͍ࣔͯ͘͠ඞཁʹഭΒΕ͍ͯΔͷͰͳ͍ͩΖ͏͔ɻ�
��
ʢ����จࣈʣ�
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問③

問③

国家によって推進される科学が、
産業化のためにあることを免れないのであれば
有効活用可能な「方法」を生み出す必要がある。
一方で人工知能が人間よりも早く答えを生む時代に
単純化は加速しつつあり、
研究者という存在にも変化が求められているのではないか？
異分野の研究者たちが考える行き過ぎた単純化への警鐘とは。

半場祐子（京都工芸繊維大学 応用生物学系 教授）
1967年生まれ。京都大学農学部卒業後、同大学院修了、京都大学
理学研究科にて博士（理学）。日本学術振興会特別研究員、岡山大
学資源植物科学研究所を経て現職。植物生理生態、光合成の環境応
答の研究に従事。2006年日本植物生理学会論文賞受賞。近著は『木
本植物の生理生態』〈共著、共立出版、2020〉。

中村征樹（大阪大学 全学教育推進機構 准教授）
1974年生まれ。科学技術社会論、科学技術史。博士（学術）。東
京大学教養学部を卒業後、同大学院工学系研究科を修了。東京大学
先端科学技術研究センター助手、文部科学省科学技術政策研究所研
究官等を経て、2012年より現職。日本学術会議連携会員、一般財
団法人公正研究推進協会理事。編著書に『ポスト 3・11の科学と
政治』〈ナカニシヤ出版 , 2013〉、『ドーナツを穴だけ残して食べる
方法』〈日本経済新聞出版 , 2019〉など。

駒井章治（東京国際工科専門職大学 工科学部 教授）
1970年生まれ。行動科学、神経科学。博士（バイオサイエンス）。
上智大学卒業後、奈良先端科学技術大学院大学、神戸大学、マッ
クスプランク医科学研究所、奈良先端科学技術大学院大学を経て
2020年より現職。国際高等研究所客員研究員、JSTサイエンス
アゴラ推進委員会委員長を兼務。若手アカデミー委員会前委員長、
Global Young Academy役員も歴任。

塩尻かおり（龍谷大学 農学部 植物生命科学科 准教授）
1973年生まれ。北海道大学農学部を卒業後、京都大学農学研究科
修了。博士（農学）。植物の香りがもたらす生物間相互作用を研究。
京都大学白眉センターを経て 2015年より龍谷大学講師、同大准教
授。2003年日本応用動物昆虫学会奨励賞、2006年日本農学進歩
賞、2012年大学女性協会守田賞、2013年日本生態学会宮地賞受賞。
著書に『博士の愛したジミな昆虫』〈岩波書店 , 2020〉。

高橋良和（京都大学 工学研究科 教授）
1970年生まれ。博士（工学）。京都大学工学部卒業後、同大学院
修士課程修了。京都大学工学部助手、カリフォルニア大学バークレー
校 Research Fellow、京都大学防災研究所准教授等を経て 2017
年より現職。土木施設の耐震工学、地震応答制御の研究に従事。
2010年に『どぼくカフェ』を立ち上げ、全国展開。2018年土木
広報大賞受賞。

単純化しすぎた世界：
科学のプロフェッショナリズムが
もたらす期待と脅威
高橋良和／塩尻かおり／駒井章治／
中村征樹／半場祐子
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知識が爆発的に増大し、複雑化、深化してい
る現代において、全てを理解することはます
ます困難になっている。このような情報の大
海の中、現象を平均値、最頻値などの代表値
に集約させて表現することは、我々の理解を
助け、迅速な判断を可能とし、社会の発展を
もたらした。しかし、この代表値思考の成功
は、代表値以外をほぼ意識することなく情報
を処理する世界観を構築することにつながっ
た。現代社会において、代表値への偏重がも
たらす様々な問題が顕在化している。ヘイト
スピーチや移民排斥、LBGTに対する差別な
どもまた、多数派（最頻値）でないものに対
する理解のなさ、拒否反応のひとつのあらわ
れということができるだろう。代表値を偏重
した議論が、あまりに世の中を単純化しすぎ
てしまった。

科学はそのような現状に無縁だといえるだろ
うか。以下、科学史の流れを単純化と本質化
という 2つの切り口で考察する。

科学の成功と変質─単純化と本質化の相克

科学の圧倒的成功をもたらしたのは、世界の
本質を理解しようとする姿勢であった。現実
の自然界は複雑性にあふれている。科学者た
ちはそのことを認識したうえで、非本質的な
現象を捨象し、複雑な世界を統一的でシンプ
ルにみえる見方、理論を発見することを喜び

としてきた。

平面上で水平方向に力を加えられた物体は、
はじめは勢いよく動き出すが、次第に減速し、
やがて停止する。物体が運動し続けるために
は、なんらかの力を外部から加えられること
が必要である。それが、近代物理学が成立す
る前に支配的だったアリストテレス的自然観
のもとでの自然理解であった。それは、私た
ちの日常的な経験に裏付けられていた。その
ような自然界の理解を根底から覆したのが、
ニュートンによって運動の第一法則として定
式化された「慣性の法則」であった。「慣性
の法則」によれば、運動する物体が静止する
のは、摩擦という力が物体の運動を妨げたか
らであり、そのような力が働かなければ物体
は減速することなくいつまでも動き続ける。
摩擦や空気抵抗を「非本質的な要因」として
退け、運動の本質に迫ろうとするなかで、近
代物理学は誕生した。ニュートンによって体
系化された自然界への数学的アプローチは、
近代物理学を作り上げた。それはきわめて美
しく、魅力的で、しかも現実社会においても
強力な理論であった。素粒子論にせよ超ひも
理論にせよ、自然界の根本原理に挑戦するの
が物理学であり、複雑な世界を説明する統一
した理論が追求された。

他方で、化学や生物学といった学問は、自然
界を支配する法則を追求しながらも、同時に
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自然界の多様性に注目するものであった。そ
れは、博物学的・分類学的アプローチと呼ぶ
ことができる。現実の世界の複雑性をとらえ
ようとするものであるが、物理学的アプロー
チの観点からすれば、より不完全な自然像を
与えるにすぎないともいえる。もちろん化学
や生物学においても、たとえば周期律表のよ
うに複雑な世界に潜む規則性をとらえようと
する姿勢は共通している。しかし、物理学の
ようにその姿勢をどこまでも徹底させるので
はない。それをある科学史家は「不純な科学
（impure science）」と呼んだ *1 。それは、自
然の「本質」をとらえようとする物理学的な
アプローチが、ときに自然理解の過度な単純
化（oversimplification）へと陥りがちであ
ることを補完するものであったとも理解する
ことができる。

科学をとりまく状況は、20世紀を通して大き
く変わってきた。それはテクノロジーの台頭
であり、生命を対象とする学問分野で顕著で
あった。1953年の DNAの二重らせん構造
の発見を契機に、生命現象を分子レベルで理
解しようとする分子生物学が台頭した。生命
科学は、1980年代以降、DNA断片の増幅
を可能にした PCR法の確立、ヒトゲノムの
解読、遺伝子操作を容易にしたゲノム編集技
術などを基盤に華々しい発展を遂げてきた。
バイオテクノロジーという言葉は、生命現象
の理解から生命への人工的介入へと、学問の

性質が変容してきたことを物語っている。20

世紀後半以降、科学の主役は物理学から生
命科学へと移り変わってきたとも言われる。
分子生物学の台頭においては、生命現象の
複雑さや多様性を理解することよりも、シン
プルな理論で描きだそうとする姿勢が支配的
であった。そのことにより現象の理解が深まっ
た一方で、生命現象の理解の過度の単純化、
科学的方法論の画一化が進んできたともいえ
る。

20世紀終盤に花開いたデータサイエンスで
は、テクノロジーとの一体化はさらに進展し
た。計算機技術、特に人工知能（AI）技術
の発展によって、多様なビッグデータの分析
が可能となり、自動運転や創薬研究などにも
活用されるようになった。ビッグデータを用
いて新たな科学的知見を引き出そうとするア
プローチは、従来の自然科学のアプローチと
は性質の異なるものであり *2 、科学的方法論
の多様性に寄与することも期待される。しか
し、AIの利用への期待そのものは、過度に単
純化された科学の姿すら逸脱しているともい
える。自然界の本質を理解しようとする知的
な営みとしての科学は、データを「収集」し
て「処理」する「テクノロジー」へと変質し
てきたのだ。

1. Bernadette Bensaude-Vincent, Jonathan Simon, 
“Chemistry: The Impure Science”, World Scientific Pub Co 
Inc., 2008.

2. Masaaki Imaizumi, Kenji Fukumizu, “Deep Neural 
Networks Learn Non-Smooth Functions Effectively”, 2018, 
arXiv:1802.04474v2.
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多様・複雑、それ自体の意味

多様性や複雑さは、科学の世界において、依
然として重要な意味をもっている。生態学の
分野では、生物多様性の維持を説明するメカ
ニズムやモデルが多数提唱されてきたが、単
一モデルでの説明は困難であった。そのなか
で近年報告されたのは、生物多様性とは無関
係にみえる、個体のもつ形質や行動のムダの
進化が、種多様性の維持にとって重要なこと
である *3 。さらに、様々なモデルを統合する
現代共存理論も提案されており、多様性の維
持機構の解明が可能になるのではないかとの
期待が寄せられている *4 。これは、これまで
切り落としてきたものを取り込み、多角的な
視点を統合してとらえることの重要性を示し
ている。

耐震工学の分野では、来たるべき地震を想定
し、それに耐えるというのが従来の基本的な
アプローチであった。しかし地震観測網の整
備に伴い、地震は容易に予知できないことが
明確になり、地震の不確定性への対応が喫
緊の課題となった。そこで耐震工学が採用し
た手法が、強いが平均的な地震に耐える耐震
技術に加え、地震の不確定性に対応する「鈍
感な」免震・制振技術を導入することであっ
た *5 。これは地震へのアプローチの単純化を
内包する予測の精緻化ではなく、地震現象の
「複雑さ」に価値を見出そうとすることによっ

て産み出された技術であり、異なるアプロー
チが互いに補完しあうことの重要性を物語る
ものである。

科学者という職能の変質

20世紀を通して、科学者という職能も大きく
変質してきた。ヒトゲノム解析が大量の資金
と人的資源の集中的投入によって可能となっ
たように、バイオテクノロジーはビジネスと
も親和性が高く、「特許」「知財」「ベンチャー」
といった用語が研究の世界を覆うようになっ
た。ビジネスのロジックが大手をふり、現代
の科学者はイノベーション政策の一翼を担う
ことも期待されるようになった *6 。

しかし、科学の歴史を振り返れば、近代科学
の発展を担った人々は、本業の傍らで、自然
を探求する営みに携わっていた。科学研究を
生業にする職業科学者が成立するようになっ
たのは、せいぜいこの 200年くらいのこと
である。設立から間もない 1665年のロンド
ン王立協会の会員は、政治家や貴族、医師、
聖職者が大半を占めた *7 。彼らは現代でいう
アマチュア科学者であり、彼らを駆り立てた
のは、自然の神秘を知りたいという欲求であっ
た。科学研究に携わることは、生業として研
究者という職業を選ぶこととは無縁であった。
科学者が職業として成立し、膨大な研究費が
国家から支給されるようになったことは、生

3. Yamamichi, M. et al., “Trends in Ecology & Evolution: 
Intraspecific adaptation load: a mechanism for species 
coexistence”, 2020.
4. 篠原直登・山道真人, 群集生態学における共存理論の現代的統合，
日本生態学会誌, (in press).
5. 高橋良和・日高拳, 不確定性の高い地震作用に対する構造技術戦
略としての鈍構造の提案とその適用事例に関する一考察, 『土木学
会論文集』vol.70, no.4, 2014,  p.I_535-I_544.

6. S.スローター, G.ローズ, 『アカデミック・キャピタリズムとニュー
エコノミー』, 法政大学出版局, 2012.
7. Hunter, Michael,  “The Social Basis and Changing 
Fortunes of an Early Scientific Institution: An Analysis of the 
Membership of the Royal Society, 1660-1685.”,  Notes and 
Records of the Royal Society of London, vol.31, no.1, 1976, 
p.40.
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計を気にせずに科学研究に没頭できるという
恵まれた環境を科学者たちにもたらすと同時
に、科学研究が国家や産業の意向に組み込
まれることを意味したのだ。多くの科学者た
ちの主観的な思いとは別に、少なくともその
社会的な位置づけにおいて、科学は、知を愛
する者たちの内発的欲求に支えられた営みか
ら、国家や産業を支える事業へと大きな変容
を遂げた。さらに近年では研究資金やポスト
をめぐる競争が激化するなかで、インパクト・
ファクターや h-indexといった指標が、科
学者を評価する客観的指標として広く用いら
れるようになった。単純化された指標のもと
で、科学者が成果を挙げることに邁進するこ
とで、職業科学者はますますシステムに組み
込まれ、その駒として機能するようになった。
科学の世界もまた、多様性を喪失し、過度な
単純化が支配しているように思われる。

科学研究がシステム化し、新たな知見を効率
的に得ることの何が悪い？　社会もそれを期
待しているではないか？と言われるかもしれ
ない。もちろんこれを否定するつもりはない
が、思考停止と知的好奇心を喪失して得た知
見は、科学者として「面白いか？」とも問い
たい。
 

アマチュア的精神の復権
                 

科学者が職業として成立するようになってか

らも、アマチュア科学者たちは科学の発展の
一翼を担ってきた。アインシュタインが特許
庁の職員として働くかたわらで相対性理論の
発見に至ったのは、その好例である。天文学
では、個人のアマチュア科学者が新たな科学
的発見を続けてきた。さらに近年では、科学
研究を生業としない市民が科学研究の一翼を
担う活動が、シチズンサイエンスとして活発
化してきた *8 。

アマチュア科学者たちは、それが仕事だから
ではなく、純粋な知的好奇心や身の回りの環
境への関心などから科学に携わってきた。ア
マチュア科学者たちの活躍する世界は、ビジ
ネス的ロジックが覆いつつある現代の科学の
世界とは対極にある。職業科学者たちは、科
学研究が専門職業（プロフェッション）となっ
てしまったがゆえに、研究費の獲得に奔走し、
国の政策に左右され、純粋な知的好奇心から
自然界の探求に没頭することの喜びを奪われ
てしまっている。それに対して、アマチュア
科学者たちはそれぞれの興味関心から科学に
関わっており、その世界はきわめて多様であ
る。なかにはプロ顔負けの活躍をしているア
マチュア科学者もおり、その活動には科学へ
の強い信念をうかがい知ることができる。

科学の世界では、メンデルの法則のように、
生存中は評価されず、没後にその科学的成
果が高く評価されることもある。科学研究

8. Yukari Suzuki-Ohno, Jun Yokoyama, Tohru Nakashizuka, 
Masakado Kawata, “Utilization of photographs taken by 
citizens for estimating bumblebee distributions”, Scientific 
Reports 7, 2017.
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の真価は時代を経て検証されるものであり、
oversimplifiedされた現在の評価システムで
は十分に捉えることができない。

複雑化、深化している現代だからこそ、複雑
な世界の理解に取り組む科学の世界に多様
性を回復する必要がある。社会からの短期的
なニーズへの対応を重視し、既存のシステム
に順応するのではなく、科学が現在組み込ま
れている仕組みを問い直し、システムの呪縛
から脱却すること、そして、単純化された指
標に振り回されるのではなく、科学の原点に
あらためて立ち戻ること。そのために、シス
テムに組み込まれた科学の世界において、ア
マチュア性をより積極的に評価し、世界の本
質を探求する存在としての科学者のあり方を
復権させることは、科学者が自律性を取り戻
し、より本質的な次元での競争や協働が支配
する世界を科学に再度もたらす契機にもなり
うるものと思われる。
 

それは誰の仕事か
 

単純化と本質化の相克という観点から科学史
を眺めると、現状の科学も科学者も過度な単
純化（≠本質化）にとらわれているのではな
いか。アマチュア性の積極的評価を強調し、
より本質的な次元での研究者間の競争や協働
が支配する世界を科学に再度もたらすことが
必要、と述べたが、その実現は簡単なことで

はない。それはなにも、科学技術政策や大学
制度の変更が容易でないから、ということで
はない。我々科学者自身の研究観、自然観、
世界観、そして、人生観の問題だからである。
現実を誰かのせいにできるほど現実は甘くな
い。「科学」は科学者自身の手によって（よ
り本質的に）更新されるものなのだ。
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科学者が、社会的利得を追い求めざるを得ない
現状は確かに大きな問題で、本来の「科学の原
点にあらためて立ち戻る」こと、そして「科学
者が自律性を取り戻す」ことは、重要な課題だ
と私も思いますし、同様の言説を重ねてきても
います。ただ、それは、社会に向かって拓かれ、
市民科学者などとの「協働」を期待する、とい
う本稿のもう一つの趣意と、常に、ではないに
せよ、矛盾する可能性があることを、どうお考
えでしょうか。

一つの経験をお話しします。1975年のアシロ
マ会議で、ある種の生命科学の領域では、IRB

（Institutional Review Board）を設置し、研
究者は研究計画書を IRBに提出して、認可を
得ること、IRBのメンバーは当該領域の研究者
は半数を超えてはならないこと（つまりメンバー
の 50パーセント以上のポストは、研究者コミュ
ニティの外に向かって拓かれていること）など
が、ガイドラインとして定められました。これ
に対して、当時のアメリカ物理学会の責任者と
自称する某氏は、いわば激怒しており、断じて
認められないルールだと公的に発言していまし
た。あるいは、やはりアメリカですが、生命科
学の領域で、研究不正の問題が拡大し、上院
議員が問題を取り上げて、議論を始めたところ、
当事者たちは、「第二のガリレオ事件だ」（つま
り、科学の世界に政治が介入する）と称して、
全米の研究者に、既成の抗議の葉書を配り、署
名して送り返すように要請しました。

事程左様に科学者は、一般に「自律」的であり、
外部の非専門家の介入を忌避する傾向が強い
という点を、拓かれた科学という論点とどう擦
り合わせればよいか。

村上陽一郎
1936年生まれ。科学哲学者。東京大学教養学部教授、同先端科学技
術研究センター長、国際基督教大学教授、東洋英和女学院大学学長な
どを歴任したのち、現職。『時間の科学』をはじめとする著作や多数
の翻訳書で日本の科学哲学を牽引する。また『安全学』など一般向け
のベストセラーも多数。最新刊に『死ねない時代の哲学』〈文藝春秋 , 
2020〉などがある。

自律と「なわばり意識」の違い

古代ギリシャで大帝国を築いたアレクサンドロス大王が、天文学や幾
何学を探求する様子。大王が師と仰いだアリストテレスは「万学の祖」
と呼ばれ、天文学、自然学、政治学などあらゆる学問の基礎をつくった。

1660年にロンドンで設立された、現存する世界最古の学会「王立協会」
の 1885年度の会員たち。19世紀になると科学の細分化が進み、個別
分野の専門学会が次々に誕生した。

村上陽一郎
豊田工業大学 次世代文明センター長

市民科学者との協働は、科学の自律性を脅かす
ものとしてではなく、科学コミュニティの（再）
拡大という観点から捉えることができます。市
民が科学の世界に外部から介入するという形で
はなく、科学研究のプロセスに内部から関わる
道を拓くことが、現状の打開につながるのでは
ないかと考えます。

高橋良和／塩尻かおり／駒井章治／
中村征樹／半場祐子
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本テキストに関するレ
ビューおよび対話の過
程は下記のレポジトリ
に公開されています。

19世紀にメンデルの法則を発見したことで知られる、遺伝学の祖、グ
レゴール・ヨハン・メンデルは修道院の司祭。著名なエンドウ豆の交
配実験は修道院の庭で行なわれたという。

19世紀の科学者ガストン・ティサンディエが考案したとされる、慣性
の法則を実感するための実験。ティサンディエは自宅でできる実験を
考案し、科学の大衆化に尽力した。

1962年にジェームズ・ワトソンとフランシス・クリックらが発見し
た DNAの二重螺旋構造は分子生物学の基礎をつくり、研究とテクノ
ロジーの結びつきが深まる契機となった。

プロとして奉仕すべき公共的利益とは何でしょ
うか。為政者の要求が公共的利益の実現に真
に寄与するものでないと判断されるときには、
公共的利益の実現に真に寄与する方法を追求
することこそが、プロの矜持ではないかと思い
ます。

高橋良和／塩尻かおり／駒井章治／
中村征樹／半場祐子

「食べるため」の単純化

松浦健二
京都大学 農学研究科 教授

アマチュアであれば、可能性が膨らむというだ
けでは足りない。アマチュアとプロとは評価指
標がちがう。プロが単純化に走るのは、そこに
生きること、つまり「お金を稼ぐ」という目的
があるから。金持ちの道楽で科学をやっていた
ころは、パトロンを満足させればなんでもよかっ
た。逆にいえば食っていくために、評価指標に
従うというプロフェッショナリズムもありえる
のではないか。
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問③

研究者という存在のこれから

科学というものが、絶対的な真理をもつ「シンプル」なものであるという考
え方は、一神教的な思想といっても間違いではないだろう。イスラム教、ユ
ダヤ教、プロテスタント、カトリック……。科学が発展した地域では、唯一
の神のもとにある、ひとつの「ことわり」に向けて研究が進められてきた。
日本もまた、近代化の過程で当時ヨーロッパで力をもっていた科学を受け入
れていった。

ただし、そのような流れに対して、1960年代から様々な批判が生まれてきた。
新科学哲学といわれる人々は、一神教的な世界観だけではない価値観を科
学にもちこみ、複数の真理があるのではないかと知の枠組みを捉え直す試
みを続けてきた。ただし、その流れは主流となることはなく、真理を求める
科学研究が大きな潮流となっている。

高橋らによる本論は、人工知能などの計算力によって単純化が圧倒的容易
になった時代に、その流れを「多様性」という文脈で引き継ぐものといえる。
指摘されているように、データサイエンスの領域では「研究」と「開発」の
境目がきわめてあいまいになっていると同時に、環境問題の悪化、格差の
顕在化などにより生命の多様性、人間の多様性に改めて注目が集まってい
る。

ただし議論のなかでも触れられているとおり、長らく単純化に向けて組織さ
れてきたアカデミアのなかで、それを超克しようとする試みは、どうしても
科学者というプロフェッショナリズムの在り方に対して目を向けざるをえな
くなる。本論で触れられているようなアマチュアの存在は、フリーランスの
ような昨今話題の「新しい働き方」に関する議論と重なるところもあるだろ
う。研究者自身がアカデミアのなかから、科学の困難さを語る難しさは否定
しえないとも思うが、研究者の多様性がこれから高まるのであれば、本論
の試みの種はどこかで受け継がれていくはずだ。

文・『といとうとい』編集委員


